特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　８月２５日　３７０号

地域で考えよう防災　

20日(土)　145名の参加申し込みに加えて当日参加10名の方々で大成功！！

田辺消防署から起震車が急遽参加して戴き3名の署員さんの操作で地震体験を指導いただきました。小学生以下の幼児の方には揺れ方が激しいので遠慮いただきました。順番に4名ずつ台所風の部屋で椅子にしっかり腰掛け、手を前について準備okで、ゆれが強くなり最高の7になると今にも体が飛び出し浮き上がる感覚でした。これじゃタンスもテレビも横とびに飛んできますね。と言った体験談で、早速留め金や転倒防止対策をしなくてはと改めて地震の恐ろしさを認識した声が聞かれました。

国交省淀川河川事務所から衛星通信車の説明がありました。この車は、災害現地に駆け付け電話等通信施設が壊れてしまった現地から状況を報告するものです。東日本大震災では携帯電話が通じなくなった所で、装置を使って電話がつながり、長蛇の列が出来る利用があったとの説明がありました。1台で1億2000万円と言う大変高価なものです。しかし、通信手段を失った現地ではなくてはならない非常に重要な装置です。

ポンプ車　洪水で浸水してきた水を排出するもので、6台の排水ポンプを備えていて、5分間で600トンも排水する大変強力な排水機です。東日本震災では現地で排水に当ったと運転手さんは語っておられました。
高所照明車最高の高さにあげると30ｍになろうかというもので、災害現地で停電して真っ暗になっている現場で救援や修復、状況把握になくてはならない照明装置です。この日は第1段だけしか伸ばしていなかったのですが、その迫力に皆さん驚いていました。
土嚢作り　防災を考えるとき特に水害時における土嚢は無くてはならないもので、これは誰でも簡単に作れます。大事なことは土嚢を作った経験があるかないか、そしてそれを積み上げることを体験したかによって随分差が出てくると思われます。今回指導をお願いした松永さんは過日国から表彰を受けられた屈指の指導者で、参加された皆さんに懇切丁寧な解説と手にとってくくり方を教えていただきました。敷き砂を撒き土嚢を積み上げ間詰め土砂をタコで隙間を詰め整えて約80個の土嚢を使って平積み土嚢工を完成させました。参加された皆さんは心から納得した様子でした。アンケートには、どなたも滅多に出来ない体験が出来て本当に良い経験でした。感謝しますという記入が目につきました。この日は里山の会から11名、連合自治会から10名河川レンジャーが4名、国土交通省から13名のスタッフによって運営されました。準備と後始末に頑張っていただきまして本当にありがとうございました。

山城大水害被害者の体験談　　58年前のお盆に引き起こされた山城地域で発生した大水害は300人以上の死者が出るすごい災害でした。井手町玉水に住んでおられた辻本克美さんは家が流される時気絶し、気が付いた時は材木の下で母親と背中合わせで水に浸かっていて全く身うごきができませんでした。二度目に探しに来た父親など親戚の人によってすごい材木やがれきを取り除いて助け出された状況を話していただきました。母親と姉の二人の命が奪われて、2年目にやっと父親が家を建ててくれた。何といってもまず自分の命を自分で守ることが大切で、日ごろにしっかり準備しておくことだと最後に教訓を語られました。

打田　田んぼの周囲の草刈り　

22日の午前6時に集合した６人が作業を行いました。山際の生い茂ったとこではマムシが発見されました。幸い大事には至りませんでした。これから秋に向かう時大いに注意しなければと思います。９時には綺麗に刈りとれました。田んぼでは稲穂が出そろいました。しかし一部防護柵の隙間からイノシシに入られイネが倒されました。

1か月後に予定している9月22日ごろには刈り取りが可能になるのかもしれません。

一方、水取の休耕田の草刈りは、ここしばらく通路の修復に気を取られていました。

そのわずかな隙間にアライグマによる被害が激増していてサツマイモが全部引き抜かれ、無収穫になってしまいました。　かろうじて黒豆が少々残りかすかな希望があるのみで、これとて放置しているとやられてしまう可能性が大きいと思われます。一時も早く猪などの害獣から防御する枠の設置が必要です。何としても通路の整備を急がなければ、取り返しのつかない事態が予想されます。皆さんの中でお手伝いにお越しいただける方がおられましたら、ご協力お願いします。

福島原発事故から正しく学ぶ第15回里山講演会　

日曜日(28日)　午後１時開場　終了は１６時過ぎを予定しています。資料は、先生が準備して戴けるとのこと、約31ページと言う膨大な内容です。参加費は無料ですが、資料希望者には100円程度の負担となるようです。時期を得た講演会だとして反響が大きいようです。

会誌３１号各部門の担当者が決まる　

大きなご協力をお願いします　24日の事務局会議で各パートの分担を決めました。それぞれの皆さんがご協力のお願いをされると思います。その折には快くご協力をお願いします。講演会報告：山田さん、活動報告：山村、調査研究：深田さん、特集｢私の震災｣：徳田さん、仲間の広場：播川さん、感想文：山本さんとなりました。

遊ぶ！学ぶ！育てる！防賀川ワークショップ　

27日（土）9時集合　京田辺市河原　府営田辺団地　第4集会所お集まりください。

第1回開催　防賀川を知る・・川調べ　魚や植物、昆虫などを調査観察します。夏休みの宿題のチャンスとして活用されてはいかがですか
　　　

いよいよ迫ってきました皆さんのご参加をお待ちしています

第15回里山講演会
福島原発事故から正しく学びましょう

正しく知って、正しく怖がり、正しく対処しよう

8月28日（日）午後1時30分より　京田辺市社会福祉センター
　　ところによっては汚染地域の皆さんは帰宅がかなわないという事態が発生していると報じられています。

　　とんでもないことが当たり前のように引き起こされています。大変な事態ですね。
皆さんの質問にもお答えいただきます。多くの方々のお越しをお待ちしています。
講師　市川章人 氏　府立高校非常勤講師　（京都大学理学部　原子物理学専攻）

やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　ホームページhttp://www.yamashiro.npo-jp.net/





















週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

